


　こどもたちの絵には、印象に強く残っているもの、興味のあるものなど、自分にとって大切な出来事があらわれており、すべてが今
しか描くことのできない貴重な作品です。そういった作品をみることにより、人が生きていく中で出会う様々な世界をこどもも大人も
知ることができます。

　世界児童画展は、こどもたちの感性と理性の調和のとれた成長を願い、こどもが自ら創り出す造形文化の推進支援と、国を越えて世
界と人々をつなぐ国際相互理解を目的としてきました。1970年から開催し、今回が第54回となります。
　ふくやま美術館では、この展覧会がこどもたちの心の豊かさに触れる場となることを願い、1990年から開催しています。
　本展覧会は、2023年度に募集・審査された作品の中から、世界の優秀作品と国内および広島県内の児童・生徒の秀作合わせて354点を
展示いたします。こどもたちの純粋で自由な世界を是非ご覧ください。

《工事実し中です！》梅田瑞希  鳥栖市立鳥栖小学校 ５年（佐賀県）

《海べで一人》藤本姫衣  福山市立御幸小学校 ３年（広島県）

《虹が見えるよ》髙田夏希  中須たま保育園 ３歳（広島県）

《青い校門》下垣内あおい  福山市立新涯小学校 ６年（広島県）




